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１．はじめに

　高校や大学の英語の授業に多読や速読が取り入れ
られるようになって久しい。しかし，教室内，もし
くは教室外で学生に多読・速読練習をさせたい場合，
Graded ReadersやLeveled Readersなど大量の本，ス
トップウォッチなどの計測器，スコアシート等，準
備にかなりの予算と手間がかかってしまう（岡崎　

2009）。多読に関して言えば，資金の豊富な学校とそ
うでない学校との教育環境格差が明らかに存在し，ま
た，語学担当の教員の多くを非常勤講師に頼っている
現状を考えると，多読を積極的に授業に取り入れるの
は容易ではないことが理解できよう。
　そこで我々はこれらの問題を解決するために，学習
者個人の読解レベル・および語彙レベルを正確に判断
し，その結果に基づいて持続的，かつ効果的な多読・
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速読学習法の提供を可能にするリーディング用プログ
ラムPREMA （your Personal REading MAnager）の
開発に取り組んできた（Okazaki et al 2013）。
　本稿では，PREMAに実装されたswitchable word 
list systemの特徴について特に開発者の視点から述べ
ることとする。

２．PREMA概観

　PREMAは学習者がオンライン上で見つけた任意
の記事を多読教材として使用するための機能を備え
たブラウザ型プログラムであり，表面上はInternet 
ExplorerやGoogle Chromeとほとんど変わらない（図
１）。このような外観は，ユーザーが日常触れている
ブラウザと近似させ，使用する際に違和感を持たせな
いための工夫である。
　学習者をサポートするためPREMAに搭載された主
な機能は，リーディングスピードなどの学習記録機
能，ウェブページに表示された英文のリーダビリティ

（読みやすさ）と語彙レベルの分析機能である。学習

記録機能では，学習者が記録ボタンをクリックする
と，リーディングタイム，リーディング語数，学習日
時，１分当たりの読語数がCSVファイルで自動的に
記録される（図２）。
　分析機能では，学習者は自分が読みたい文章をハイ
ライトし，「Ctrl+C」でコピーを実行後，「Analyze」
ボタンをクリックするだけで文字数・単語数・センテ
ンス数・リーダビリティスコア・語彙レベルなどが
ポップアップ表示される（図3）。リーダビリティス
コアは，Flesch Reading EaseとFlesch-Kincaid Grade 
Levelをベースに，語彙レベルはワード・リストを

図１　PREMAの外観

図２　PREMAの学習記録機能
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ベースにしたものである（図４）。

３．switchable word list systemのプログラミング

3．１　プログラミングの概要
　本システムの開発は，国内において最も利用者数
が多く，システムの運用，保守，管理の面やユー
ザーのニーズを考慮し，Windows開発環境下で行
うこととした。また開発の一部は，2010年頃からス
タートしたため，Microsoft社のVisual Studio 2010 
Express プラットフォーム内にあるVisual Basic.
NETを使用した。
3．２　プログラミングの仕様
　本機能は，ユーザーの学習状況や習得レベルに応
じ，辞書をカスタマイズできるように作成されてい

る。その機能の詳細を以下に示す。
3．２．１　辞書追加機能
　PREMAのWordListメ ニ ュ ー 内 に あ るAdd List
を選択すると，switchable word list systemのAdd 
WordListウィンドウがポップアップする（図５）。
　まず，項目3の要領で，追加予定の辞書をレベル
別に分割したTXTファイルをあらかじめ準備してお
く。次に，項目１で辞書番号，辞書名など追加に必
要な情報を入力する。最後に，項目２のAddボタン
を押す。
　辞書追加機能においては，なるべくユーザーの操
作手順を少なく，簡素化できるかに焦点をあてなが
ら作成を試みた。
　本機能の作成にあたり，最も困難だったのが，
ユーザーが追加する任意のTXTファイル名とプログ

図３　PREMA の英文分析機能

図４　英文レベルの判定プログラム（一部抜粋）
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図５　switchable word list system

図６　辞書追加機能のプログラム（一部抜粋）
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ラミング内でのそのファイルの呼び出し方法であっ
た。これについては，ユーザー側に少し負担を掛け
るが，ファイル名の形式を統一させることで解決を
図った（図６）。

3．２．２　辞書削除機能
　PREMA のWordListメニュー内にあるDelete List
を選択すると，既存辞書一覧と削除する辞書番号の
入力画面が表示される（図７）。
　この機能は，ユーザーが，登録されている辞書一
覧から辞書番号を探し，番号を入力するだけで削除

できるように簡素化した。
3．２．3　辞書一覧表示機能
　その他，PREMA のWordListメニュー内にある
Show All Listsを選択すると，辞書一覧の画面が表示
される。この機能により，登録されている辞書を常
に見ることが可能となる。

４． まとめにかえて～switchable word list systemの

応用～

　本システムは，Windows環境下で動作すること，
フリーソフトで開発されていること，EXEファイル
配布のみの軽量なアプリケーションソフトであるこ
となどにより，様々な応用が可能である。例えば，
現在，C#言語へ移植することでAudio-Visual素材
を用いた音読学習システムの開発に取り組んでいる

（岩崎，他　2013）（図8）。

記

　本稿は，EuroCALL2011（2011年）における研究
発 表「Development of the Switchable Word List 
System for an e-Leaning Program for Extensive 
Reading」を加筆・修正したものである。

図７　辞書の削除画面

図８　Audio-Visual 素材を用いた音読学習システム
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　また，本研究の一部は科学研究費・基盤研究（C）
「日本人英語学習者の弱点を集中的に個別矯正する多
読・速読プログラムの開発と実践研究」（研究課題番
号20520507）の助成を受けて行われている。」
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